
●
平
成
二
八
年
一
一
月
二
〇
日
（
日
）

　

  「
夢
の
古
代
学
」

　
   

講
師
：
上
野　

誠
氏 

（
奈
良
大
学
文
学
部 

教
授
）

  　
 

時
間
：
一
四
時
～
一
五
時
三
〇 

分

　

   
場
所
：
吉
野
町
中
央
公
民
館　

定
員
：
四
〇
名 

　

   
費
用
：
五
〇
〇
円    

要
申
し
込
み

 

●
平
成
二
八
年
一
〇
月
三
〇
日
（
日
）

　
「
平
城
京
と
吉
野
へ
の
あ
こ
が
れ
」　

　

 

講
師
：
森
下 

惠
介  

氏

（
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー 

所
長
）

●
平
成
二
八
年
一
一
月
一
三
日
（
日
）

　
「
奈
良
時
代
の
離
宮 

―
竹
原
井
頓
宮
を
中
心
に
―
」

　

 

講
師
：
安
村 

俊
史 

氏 

（
柏
原
市
立
歴
史
資
料
館
館
長
）

●
平
成
二
八
年
一
一
月
二
六
日
（
土
）

　
「
奈
良
時
代
の
宮
滝
遺
跡
に
は
謎
が
い
っ
ぱ
い
」

　

 

講
師
：
中
東 

洋
行  （
吉
野
町
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　

  

時
間
：
一
四
時
～
一
五
時
三
〇 

分

　

  

場
所
：
吉
野
町
中
央
公
民
館　

 

定
員
：
四
〇
名

　

  

費
用
：
三
〇
〇
円　

要
申
し
込
み

【
講
座
等
へ
の
お
申
込
み
方
法
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
往
復
は

が
き
、m

ail

（PC

）
い
ず
れ
か
で
、
吉
野
町
教
育

委
員
会
事
務
局
ま
で
お
名
前
・
ご
住
所
・
電
話
番
号
・

参
加
希
望
講
座
（
回
）
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
平
成
二
八
年
一
二
月　

二
日(

金)

　
「
大
津
京
遷
都
一
三
五
〇
年
を
先
取
ろ
う
！
」

　
　
【
主
な
行
先
】  

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

                           

滋
賀
県
湖
南
・
湖
西
地
域

●
平
成
二
九
年　

一
月
二
〇
日(

金)

　
「
い
ざ
根
来
寺
へ
」

　
　
【
主
な
行
先
】
根
来
寺
、
ね
ご
ろ
歴
史
資
料
館

●
平
成
二
九
年　

二
月
二
四
日(

金)

　
「
名
張
に
夏
見
廃
寺
が
で
き
る
前
」

　
　
【
主
な
行
先
】
名
張
市
内
（
市
郷
土
資
料
館
等
）

　
　
　
　
　
　
　

  

伊
賀
地
域　
　
　
　
　
　
　
　

　

   

集
合
：
吉
野
歴
史
資
料
館
前　
　

九
時

　
　
　
　

   

吉
野
町
中
央
公
民
館
前　

九
時
一
五
分

　

   

参
加
費
：
五
〇
〇
円
（
入
館
料
・
バ
ス
代
別
）

　

   

解
散
時
間
：
一
七
時
予
定
（
交
通
状
況
に
よ
る
）

　
   

定
員
：
二
一
名　
　

要
申
し
込
み　

　
　

日
時
：
平
成
二
八
年
一
一
月
二
三
日
（
水
・
祝
）

　
※
一
〇
時
～
・
一
四
時
～
の
二
回
。
同
一
内
容
。

　
　

内
容
：
宮
滝
遺
跡
で
発
掘
体
験
。
費
用
：
無
料

　
　
定
員
：
各
一
〇
組
　
集
合
：
吉
野
歴
史
資
料
館

　
※
参
加
希
望
時
間
を
明
記
し
、
一
一
月
四
日
迄
に

　
　

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。小
学
生
～
大
人
対
象（
小

　
　
学
生
は
保
護
者
同
伴
）。
定
員
超
過
時
は
抽
選
。

　
　
詳
細
は
参
加
者
に
後
日
連
絡
し
ま
す
。

 

●
平
成
二
八
年　

九
月
一
六
日(

金) 〈終了しました〉

　
「
久
米
仙
人
の
伝
承
と
龍
門
」

 

●
平
成
二
八
年　

十
月
二
一
日(

金)

　
「
龍
門
・
中
竜
門
の
遺
跡
」

 

●
平
成
二
八
年　

十
一
月
一
八
日(

金)

　
「
宮
滝
の
弥
生
時
代
末
を
考
え
る
」

 

●
平
成
二
八
年　

三
月
一
九
日(

金)

　
「
橋
の
下
の
菖
蒲
は-

山
伏
の
呪
文
と
童
歌-

」

　

  

時
間
：
金
曜
一
九
時
三
〇
分
～ 

土
曜
一
四
時
～

　

  

場
所
：
吉
野
歴
史
資
料
館　

費
用
：
三
〇
〇
円

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
阿
倍
野
と
共
催
講
座
を
始
め
ま
す

●
平
成
二
八
年
一
〇
月
一
五
日(

土)

　
「
吉
野
に
も
遺
跡
が
あ
る
っ
て
ご
存
知
で
し
た
？
」

●
平
成
二
八
年
一
一
月
一
九
日(

土)

　
「
映
像
が
語
る
吉
野
の
民
俗

-

節
分
会
・
鬼
の
原
像-

」

●
平
成
二
九
年　

二
月
一
八
日(

土)

　
「
近
代
吉
野
宮
跡
所
在
地
論
争

～
も
う
一
つ
の
吉
野
宮
発
の
争
い
～
」

●
平
成
二
八
年　

三
月
　
四
日(

土)

　
「
映
像
が
語
る
吉
野
の
民
俗

-

御
田
・
法
会
か
ら
民
俗
行
事
へ-

」

※
本
講
座
の
お
問
合
せ
・
お
申
込
み
は
、
近
鉄
文
化

　
サ
ロ
ン
阿
倍
野06-6625-1771

ま
で
。
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自
称
、
記
者
（
あ
る
意
味
パ
パ
ラ
ッ
チ
？
）

の
モ
ミ
で
あ
り
ま
す
。
先
日
、
吉
野
歴
史
資

料
館
の
入
り
口
に
新
し
い
コ
ー
ナ
ー
が
出
来

て
い
た
の
で
、
早
速
報
告
で
あ
り
ま
す
。

　

資
料
館
の
入
り
口
を
入
っ
て
す
ぐ
の
右
手

に
、
い
つ
の
間
に
や
ら
、
ノ
ー
ト
サ
イ
ズ
大

の
薄
い
板
が
置
か
れ
て
い
た
ん
だ
。
片
面
は

銀
色
に
光
っ
て
、
も
う
片
面
は
ガ
ラ
ス
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
不
思
議
な
板
。
な
ん
だ

こ
れ
？
と
思
っ
て
持
ち
上
げ
て
み
る

と
、
そ
こ
に
は
…
。
板
の
動
き
に

合
わ
せ
て
景
色
が
動
く
、
不
思
議

な
写
真
が
映
し
だ
さ
れ
て
い
た
ん

だ
！
…
な
に
、
こ
の
未
来
技
術
？

　

逸
る
気
持
ち
を
押
さ
え
て
、
解
説
板
を

読
ん
で
み
る
。
フ
ム
フ
ム
、
板
の
名
前
は

iPad

と
い
う
ら
し
い
。
で
、360

度
撮
影
で

き
る
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
吉
野
町
各
地
の
写

真
を
、
見
れ
る
よ
う

に
し
た
と
。
現
地
に

行
か
な
く
て
も
、
そ

の
場
所
に
い
る
か
の

よ
う
に
景
色
を
見
れ

る
な
ん
て
…
、
す
ご

い
時
代
だ
ね
ぇ
。

　　

こ
の
夏
は
本
当
に
暑
か
っ
た

ね
ぇ
。
そ
ん
な
夏
が
終
わ
る
頃
、

吉
野
歴
史
資
料
館
で
熱
い
こ
と
を

し
て
た
か
ら
、
報
告
す
る
よ
。

　

そ
の
日
は
、
夏
の
暑
さ
が
和
ら

い
だ
、
束
の
間
の
雨
の
日
だ
っ
た
。

や
っ
と
落
ち
着
い
た
気
温
を
暖
め
な
お
す
か
の
よ

う
に
、
資
料
館
入
口
に
置
か
れ
た
七
輪
が
轟
々
と

炎
を
あ
げ
て
い
た
ん
だ
。
炎
の
周
り
に
は
十

人
程
の
大
人
た
ち
。
よ
く
見
る
と
、
粘

土
を
こ
ね
て
陶
芸
を
し
て
い
た
ん
だ
。

　

話
を
も
れ
聞
い
て
い
る
と
、
塼
仏

（
せ
ん
ぶ
つ
）
っ
て
い
う
〈
仏
様
の
レ

リ
ー
フ
〉
づ
く
り
を
し
て
い
た
ら
し
い
。

龍
門
寺
跡
と
い
う
場
所
の
塼
仏
を
基
に
し
て
い

て
、
吉
野
歴
史
資
料
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
験
教
室
の

テ
ス
ト
プ
レ
イ
を
兼
ね
て
い
た
ん
だ
と
か
。

　

楽
し
そ
う
な
の
は
い
い
け
ど
、
暑
い
時
期
に
熱

す
ぎ
る
で
し
ょ
…
。
モ
ミ
は
も
う
限
界
。
ケ
ロ
～
。

　　

今
年
は
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
で

毎
年
や
っ
て
る
大
和
を
掘
る
展
に
出
品
し
た
り
、

近
鉄
と
の
連
携
講
座
を
始
め
た
り
と
、
資
料
館
の

動
き
が
や
け
に
活
発
。
グ
イ
グ
イ
や
っ
て
る
よ
。



－２－－３－

【
特
別
寄
稿
】

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構　

奈
良
文
化
財
研
究
所　

１
．
天
平
の
大
ピ
ン
チ

　

天
平
七
年
と
い
う
年
は
、
と
に
か
く
さ
ん
ざ

ん
だ
っ
た
。
夏
の
初
め
に
は
日
照
り
が
問
題
に

な
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
、
九
州
で

疫
病
が
蔓
延
す
る
。
こ
の
疫
病
は
、「
天
然
痘
」

と
い
う
前
近
代
で
は
破
壊
的
な
威
力
を
持
つ
伝

染
病
だ
っ
た
ら
し
い
。
古
代
の
医
療
知
識
で
は

病
原
を
知
る
由
も
な
い
。
悪
い
鬼
と
い
う
か
気

と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
の
仕
業
と
考
え
ら

れ
た
。
と
す
る
と
、
こ
の
悪
い
気
の
上
洛
を
防

げ
と
い
う
こ
と
で
、
九
州
か
ら
近
畿
へ
至
る
街

道
筋
で
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
祀
り
が
行
わ
れ

た
。

　

だ
が
、
こ
の
防
御
策
は
十
分
な
効
果
を
発
揮

し
な
か
っ
た
ら
し
く
、
被
害
の
拡
大
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
朝
廷
で
は
、
天
武
天
皇
の
子
息
で

皇
族
の
重
鎮
で
あ
る
二
人
の
親
王
、
新
田
部
親

王
が
九
月
に
、
舎
人
親
王
が
一
一
月
に
相
次
い

で
亡
く
な
っ
た
。
死
因
が
天
然
痘
だ
と
い
う
記

録
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
何
せ
時
期
が
時
期
で

あ
る
。

　

こ
の
時
ま
で
、
日
本
の
古
代
国
家
は
、
そ
こ

そ
こ
上
手
く
い
っ
て
い
た
の
だ
。

　

大
宝
律
令
制
定
か
ら
三
〇
年
以
上
経
つ
。
役

所
で
は
先
例
や
ら
慣
例
を
着
々
と
積
み
重
ね
、

も
う
す
っ
か
り
行
政
実
務
の
運
営
に
も
馴
れ

た
。将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
首
皇
子
も
即
位
し
た
。

青
年
天
皇
・
聖
武
は
、
元
正
上
皇
や
重
鎮
の
皇

族
達
と
、法
律
や
行
政
に
精
通
し
た
藤
原
氏
が
、

共
同
で
が
っ
ち
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
地
方

支
配
も
順
調
だ
。
地
方
豪
族
の
財
政
権
限
を
朝

廷
に
移
管
す
る
作
業
も
進
ん
だ
。
九
州
南
部
の

隼
人
た
ち
も
お
と
な
し
く
な
っ
て
、
反
乱
と
い

う
話
も
な
い
。
東
北
も
、
そ
れ
な
り
に
平
穏
に

支
配
強
化
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。対
外
関
係
も
、

朝
鮮
半
島
の
新
羅
と
の
間
は
ま
あ
ま
あ
悪
く
な

い
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
疫
病
大
流
行
だ
。
未
曾
有

の
大
ピ
ン
チ
で
あ
る
。

２
．
聖
武
天
皇
、
吉
野
へ

　

幸
い
に
し
て
、
翌
天
平
八
年
に
は
疫
病
流
行

は
若
干
の
落
ち
着
き
を
見
せ
る
。
だ
が
、
こ
の

年
も
天
候
は
今
ひ
と
つ
だ
っ
た
ら
し
い
。
な
ん

と
か
疫
病
の
再
発
を
防
ぎ
、
体
制
を
立
て
直
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

と
は
い
え
、「
ワ
ク
チ
ン
を
用
意
し
て
予
防

接
種
を
」
と
行
く
わ
け
が
な
い
。
現
代
感
覚
で

「
医
療
」
っ
ぽ
い
対
策
は
、
せ
い
ぜ
い
食
事
の

注
意
事
項
と
か
、
手
当
の
仕
方
と
か
、
そ
の
ぐ

ら
い
で
、
後
は
「
お
ま
じ
な
い
」
だ
。
国
家
存

亡
の
危
機
に
、
天
皇
自
ら
お
ま
じ
な
い
に
参
加

し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
か
く
し
て
天
平

八
年
夏
は
六
月
二
七
日
、
聖
武
天
皇
が
向
か
っ

た
の
が
、
そ
う
、
吉
野
で
あ
る
。

　

吉
野
。

　

古
来
仙
境
と
さ
れ
、
聖
な
る
力
に
満
ち
る
と

さ
れ
た
地
。
天
武
天
皇
が
、
壬
申
の
乱
で
天
下

を
押
さ
え
る
そ
の
力
を
蓄
え
た
地
。
古
代
国
家

の
出
発
点
の
一
つ
で
、
国
を
育
む
霊
力
が
天
皇

の
身
体
へ
と
浸
透
す
る
、そ
ん
な
土
地
で
あ
る
。

未
曾
有
の
国
難
に
打
ち
勝
っ
て
、
国
を
立
て
直

す
た
め
に
、
天
皇
が
心
身
を
浄
め
、
力
を
蓄
え

る
に
は
、
ま
こ
と
に
相
応
し
い
。

　

さ
て
、「
二
条
大
路
木
簡
」
と
呼
ば
れ
る
、

木
簡
群
が
あ
る
。
総
点
数
七
万
点
を
超
え
る
こ

の
木
簡
群
の
中
に
、
吉
野
行
幸
に
関
係
す
る
木

簡
が
含
ま
れ
る
。『
続
日
本
紀
』
の
吉
野
行
幸

の
記
載
は
簡
略
を
極
め
て
実
に
素
っ
気
な
く
、

「
ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
」
程
度
に
も
見
え
る
の

だ
が
、
木
簡
か
ら
見
る
と
、
吉
野
行
幸
は
な
か

な
か
盛
大
だ
。
す
く
な
く
と
も
、
光
明
皇
后
は

同
行
し
て
い
る
様
だ
。
さ
ら
に
、
聖
武
天
皇
の

寵
愛
を
受
け
た
「
文
基
」
と
い
う
女
性
の
名
前

も
見
え
る
か
ら
、
彼

女
も
同
行
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
随
行
の

メ
ン
バ
ー
も
雪
だ
る

ま
式
に
増
え
る
。
食

料
や
物
品
、
さ
ら
に

は
そ
れ
を
運
ぶ
人
も

増
え
る
。

　

そ
し
て
、「
唐
鬼
」
を
食
べ
る
九
頭
の
龍
だ

と
か
、
山
陽
道
を
西
に
退
け
だ
と
か
、
二
条
大

路
木
簡
の
端
々
に
は
、「
天
然
痘
退
散
」
の
祈

り
が
現
れ
る
。
天
平
八
年
の
吉
野
行
幸
を
、
象

徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

３
．
実
は
も
っ
と
大
ピ
ン
チ

　

恐
る
べ
き
こ
と
に
、
疫
病
の
猛
威
が
最
大

だ
っ
た
の
は
、
翌
天
平
九
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
く
だ
ん
の
藤
原
麻
呂
も
、
疫
病
で
命
を
落

と
す
こ
と
に
な
る
。
天
然
痘
は
、
順
調
に
発
展

し
て
き
た
古
代
国
家
に
強
烈
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
た
。

　

だ
が
、
こ
の
時
期
の
「
ピ
ン
チ
」
は
疫
病
に

よ
る
朝
廷
中
枢
部
の
弱
体
化
や
、
人
口
減
少
に

よ
る
国
力
低
下
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
対
外
関

係
で
は
、新
羅
と
の
関
係
が
急
激
に
悪
化
す
る
。

さ
ら
に
、
東
北
地
方
で
も
き
な
臭
い
空
気
が
漂

い
始
め
る
。
一
方
、
中
国
か
ら
導
入
し
た
制
度

や
ら
「
考
え
方
」、
い
う
な
れ
ば
グ
ロ
ー
バ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
浸
透
し
た
結
果
、
伝
統
的
な

ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
と
い
も
言
え
る
「
大
王
」
を

軸
と
し
た
国
家
の
在
り
方
を
見
直
し
、「
天
皇
」

を
中
心
と
し
た
新
し
い
体
制
や
思
想
的
な
裏
付

け
が
求
め
ら
れ
る
様
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
中
、
聖
武
天
皇
は
、
東
国
行
幸
を
行

い
、
遷
都
を
行
い
、
大
仏
を
造
立
す
る
。
そ
れ

ま
で
の
価
値
観
や
、「
国
の
成
り
立
ち
の
物
語
」

と
は
違
う
、
新
し
い
時
代
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
体

制
を
模
索
し
は
じ
め
る
。
天
武
天
皇
が
吉
野
宮

で
始
め
た
国
造
り
は
、
聖
武
天
皇
の
吉
野
行
幸

に
よ
っ
て
第
一
幕
を
終
え
、
あ
た
ら
し
い
ス

テ
ー
ジ
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。

写真　吉野行幸に関係する二条大路木簡
（独法）国立文化財機構奈良文化財研究所提供


